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令和３年度遠野市歳入歳出決算及び基金の運用状況の審査意見について 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第233条第２項及び同法第241条第５項の規定によ

り審査に付された令和３年度遠野市歳入歳出決算及び基金の運用状況について審査した

ので、その結果について、次のとおり意見書を提出します。 
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【凡例】 

１ 文中及び各表中に用いる比率は、原則として小数点第２位を四捨五入して表示した。 

２ 千円単位で表示してあるものについては、原則として千円未満を四捨五入して表示し

た。そのため差額又は合計金額が一致しない場合がある。 

３ 文中及び各表に用いる構成比率は、それぞれの占める割合を表示した。 

４ 率と率との比較は、ポイントで表示した。 

５ 符号の用法は、次のとおりである。 

「0.0」は、比較増減率の欄を除き、該当数値はあるが表示単位未満のものを示す。 

「－」は、該当数値がないもの又は算出不能なものを示す。 

   「△」は、負数、減又は収入不足を示す。 

目次 – ４ - 
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令和３年度遠野市歳入歳出決算 

及び基金の運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

１ 令和３年度遠野市一般会計歳入歳出決算 

２ 令和３年度遠野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

３ 令和３年度遠野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

４ 令和３年度遠野市介護保険特別会計歳入歳出決算 

５ 令和３年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算 

６ 上記各会計の歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する

調書及び基金の運用状況調書 

第２ 審査の期間 

 令和４年７月４日から令和４年８月19日まで 

第３ 審査の方法 

審査に付された令和３年度歳入歳出決算書及び附属書類が関係法令に準拠して調製

されているか、決算の計数は正確であるか、予算は適正かつ効率的に執行されている

か、財産の管理及び資金は適正に管理され効果的に運用されているか、定額の資金を

運用するための基金が目的に沿って適正に運用されているか等について、関係諸帳

簿、証拠書類等との調査照合を行うとともに、定期監査及び例月現金出納検査等の結

果を参照し、さらに必要に応じて関係職員から説明を求めるなど、一般に公正妥当と

認められる審査基準に準拠し、通常必要とされる審査手続によって審査した。 

第４ 審査の結果 

 審査に付された各会計の決算書類等はいずれも関係法令に準拠して調製されており、

決算書類等に記載の金額は、関係諸帳簿、証拠書類等と符合し、計数的に正確であり、

予算執行状況については、おおむね適正であると認められた。 

 また、財産に関する調書に表示の公有財産、物品、債権及び基金の記載高は、関係

書類等と符合し正確であり、各基金はその設置目的に沿っておおむね適正に運用され、

計数的に正確であると認められた。 

第５ 審査意見 

令和３年度の一般会計と特別会計を合わせた決算額は、歳入総額 30,859,172千円、

歳出総額 29,644,514千円となり、歳入歳出差引額（形式収支額）は1,214,658千円で

翌年度へ繰越すべき財源 178,518千円を差し引いた実質収支額は1,036,140千円となっ

ている。年度末の起債借入残高は 19,118,078千円、基金残高は4,114,314千円（定額

の資金を運用する基金 548,144千円を含む。）となっている。【５頁・８頁・53頁・

58頁参照】 

 一般会計の予算額 24,093,957千円に対する決算額は、歳入総額 23,367,039千円、

歳出総額 22,342,876千円で、予算執行率は歳入 97.0％、歳出 92.7％となっている。

歳入歳出差引額（形式収支額）は 1,024,163千円で、翌年度へ繰越すべき財源 
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161,567千円を差引いた実質収支額は 862,596千円となっている。【５頁・６頁・９頁

参照】 

 

 歳入については、自主財源が 5,172,712千円で構成比は 22.１％、内訳は市税 

2,858,498千円（12.2％）、繰入金 677,792千円（2.9％）、諸収入 603,405千円

（2.6％）、繰越金 465,491千円（2.0％）、その他自主財源 567,526千円（2.4％）と

なっている。【10頁参照】 

財政基盤の強化・安定及び収入未済額の解消を目指し、市税、国民健康保険税、住

宅使用料等の徴収に、市税等収納対策プロジェクトとして関係課が情報共有しながら

催告書の共同発送及び訪問による催告を行った結果、令和３年度は、現年分の収納率

は前年度より0.22ポイント増加し98.04％、滞納繰越分は前年度より0.15ポイント増加

し50.48％、全体では前年度より0.55ポイント増加の96.00％だった。 

 また、依存財源は 18,194,327千円で構成比は 77.9％、その内訳は地方交付税 

7,856,910千円（33.6％）、国庫支出金 5,612,304千円（24.0％）、市債 2,417,300千

円（10.4％）、県支出金 1,153,148千円（4.9％）、その他依存財源 1,154,665千円

（5.0％）となっている。【10頁参照】 

 不納欠損額は全額市税で3,232千円となっている。【11頁参照】 

 収入未済額は 521,807千円で、その内訳は国庫支出金 410,452千円（78.6％）、市

税 73,915千円（14.2％）、使用料及び手数料 15,051千円（2.9％）、諸収入 13,374

千円（2.6％）、県支出金5,800千円（1.1％）、分担金及び負担金 2,709千円

（0.5％）、財産収入 506千円（0.1％）となっている。【11頁参照】 

 

 歳出の主なものは、総務費 6,136,481千円（27.5％）、民生費 5,285,566千円

（23.6％）、公債費 2,222,869千円（9.9％）、教育費 1,957,404千円（8.8％）、衛

生費 1,625,305千円（7.3％）、土木費 1,567,031千円（7.0％）、農林水産業費 

1,280,563千円（5.7％）、商工費 1,021,902千円（4.6％）、消防費 982,826千円

（4.4％）となっている。【27頁参照】 

  

特別会計４会計の決算額は、歳入総額 7,492,133千円、歳出総額 7,301,638千円

で、歳入歳出差引額（形式収支額）は 190,495千円で、翌年度へ繰越すべき財源

16,951千円を差引いた実質収支額は173,544千円となっている。【５頁参照】 

 不納欠損額は  4,664千円で、国民健康保険特別会計事業勘定  2,386千円

（51.2％）、介護保険特別会計保険事業勘定 2,216千円（47.5％）、後期高齢者医療

特別会計 51千円（1.1％）、ケーブルテレビ事業特別会計 11千円（0.2％）となって

いる。【６頁参照】 

 収入未済額は  58,128千円で、国民健康保険特別会計事業勘定  51,703千円

（88.9％）、介護保険特別会計保険事業勘定 5,088千円（8.8％）、後期高齢者医療特

別会計 1,115千円（1.9％）、ケーブルテレビ事業特別会計 222千円（0.4％）となっ

ている。【６頁参照】 

なお､予算等の執行については、定期監査（前期・後期）（有価証券等監査及び工事
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監査を含む。)、補助金等監査、財政的援助団体等監査及び例月現金出納検査の結果、

おおむね適正であると認められた。 

 

令和３年度決算を財政構造の状況から見ると、財政力指数は前年度と同じ 0.31であ

る。この指数は、自治体の財政力を示す指標であり、「１」に近いほど収支バランス

が均衡し、財政力があるとされている。 

経常収支比率は 87.2％で前年度の 88.4％と比べ 1.2ポイント減少している。この

比率は人件費、扶助費、公債費等のような容易に縮減することのできない経常的な経

費に対して、地方税、地方交付税、地方譲与税などの経常的な財源がどの程度充当さ

れているかの割合であり、この比率が低いほど、経常的一般財源に余裕が生じ財政構

造が弾力的であるとされている。 

 公債費比率は 7.8％で、前年度と同率となっている。この比率は、地方債元利償還

金に充当した一般財源の標準財政規模に占める割合であり、低い方が望ましい。財政

構造の健全化を脅かさない限度は、通常10％程度とされている。 

なお、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいて算定された健全化判断

比率等については、別途意見書を作成した。 

 

決算審査と同時に市出資法人監査を行った。６法人それぞれが抱えている経営課題

を検証し、その改善に向けた取組が行われていたが、いずれの法人も昨年度に引き続

き新型コロナウイルス感染症拡大等による影響を受け、令和３年度決算における損益

計算書又は正味財産増減計算書で (株)遠野、(一社)遠野市畜産振興公社、(一社)遠野

ふるさと公社、(一社)遠野わさび公社の４法人が赤字決算となった。 

詳細については別途、「出資法人監査結果報告書」を参照されたい。 

 

令和３年度は、「第２次遠野市総合計画後期基本計画」の初年度であり、新たに

「第四次健全財政５カ年計画」を策定し、一般会計は「市民と共に、未来へ踏み出す

予算」として、「小さな拠点による新たな地域づくり」「ふるさとの森を育み木と暮

らすまち条例との連動」「健康づくり」の３点を重要施策に掲げて事業が展開され

た。 

小さな拠点による新たな地域づくりでは、これまで地域活動拠点の役割を担ってき

た全ての地区センターに指定管理者制度等を導入し、市民、行政、関係機関・団体が

相互に連携・協働し、地域の特性をいかす「小さな拠点」による地域づくりが始まっ

た。 

ふるさとの森を育み木と暮らすまち条例との連動では、森林環境贈与税を活用し、

森林環境整備や児童用の木製机・いすの更新等を行い、地域林業の活性化を図った。 

健康づくりでは、誰もが、いつまでも地域の担い手として活躍できるよう自治体連

携によるヘルスケア事業に継続して取り組み、ＩＣＴ健康塾参加者の医療費及び介護

給付費の抑制が図られるなど、健康寿命の延伸に向けた効果が表れてきている。 

また、新型コロナウイルス感染症から市民の生命とくらしを守るための感染予防対

策と経済対策が、地方創生臨時交付金等を活用して積極的に行われた。 
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東日本大震災の被災地の復興文化拠点としての「こども本の森 遠野」が７月にオ

ープンし、利用者の利便性の向上と地域コミュニティの活性化に向け、蔵の改修や駐

車場等の整備が行われた。更には、近年頻発する自然災害時の情報伝達手段や新型コ

ロナウイルスを想定した「新しい生活様式」を実践するため、情報ネットワーク網を

整備するケーブルテレビＦＴＴＨ化整備工事が行われ、市民に対する安心・安全の充

実が図られた。 

遠野スタイルの創造・発展の基本理念のもと、「永遠の日本のふるさと遠野」の実

現に向けて、市税ほか自主財源の確保と費用対効果の精査などによる経費の適切な運

用を徹底し、財政規律と健全財政を堅持しながら着実に事業を推進されるよう望むも

のである。 

 


